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健康福祉部文化・スポーツ担当 

教育委員会事務局子ども教育施設担当 

 
旧中野刑務所正門について 

 

 旧中野刑務所正門について、区の取扱い方針検討の際の参考とするため、文化財

としての価値等について、学識者からの意見聴取を行った。また、取扱いの方法別

に概算見積を徴取したので、次のとおり報告する。 

  

１ 旧中野刑務所正門について学識者意見聴取結果（概要） 

 旧中野刑務所正門の文化財としての価値等について、中野区文化財登録・指定基

準及び国・都の基準等を勘案し、指定の際に必要となる項目別に学識者の意見聴取

を行った。 

意見聴取結果（概要）は「別紙１」のとおり。 

 

２ 保存等に係る概算経費 

 旧中野刑務所正門について、現地保存及び曳家、記録保存等の手法別に外観から

見積もった概算見積について、区内にある文化財修復等を専門とする事業者から徴

取した。 

概算見積結果については「別紙２」のとおり。 

 

３ 区民等からの意見徴取に使用する資料 

 意見交換会及び区民と区長のタウンミーティングにあたり、使用を予定している

資料は、以下の３点である。 

○「別紙１」学識者に対する意見聴取の結果報告（概要） 

○「別紙２」門の保存等に係る概算経費 

○「別紙３」平和の森小学校新校舎の配置イメージ 

 

４ 今後のスケジュール（予定） 

平成３０年（２０１８年） 

１０月１４日 「旧中野刑務所正門について」意見交換会（区役所） 

１０月２２日  区民と区長のタウンミーティング（新井区民活動センター） 

テーマ：「旧中野刑務所正門」のあり方 

  平成３０年第４回定例会 「旧中野刑務所正門」の取扱いに関する考え方につい

て報告 

 

（参考）平和の森小学校新校舎整備について 

 ２０１９年１月      基本構想・基本計画（案）とりまとめ 

 ２０１９年３月末     基本構想・基本計画の策定 

 ２０１９～２０２０年度  基本設計・実施設計 

２０２１～２０２２年度  新築工事 

 ２０２３年度       新校舎供用開始 





別紙２

(税別）

方　法 調　査 設　計 工事・制作等 合　計

①現地保存

現地から動かすことな
く、守衛室の1室に常設
展示、もう１室をイベン
トに活用するなどして、
内部への出入り可能な形
で保存する。

②現地保存

現地から動かすことな
く、外観からの見学に限
定する形で保存する。

③移築

基礎部分を地中から水平
に切断し、建物そのもの
をリフトアップした後、
レールに乗せて水平移動
して、移転場所にて、移
動によるダメージの修復
を行う。

④一部保存

解体し、正面一面のみを
スライスし、別の建物の
壁面に貼り付ける形で保
存する。高さ8.7ｍ、横
幅13.5ｍ、奥行き2ｍ程
度を想定。

⑤記録

解体し、記録映像、復原
模型を作成し、公開でき
るようにする。

国登録有形文化財を含む多くの文化財で実績がある。

― ― １，３００万円 １，３００万円

５００万円 ９００万円 １億２，１００万円 １億３，５００万円

※文化財建造物、歴史的建造物の調査、修復設計、工事監理等を専門とする区内事業者による見積。

３００万円 ６００万円 ７，６００万円 ８，５００万円

５００万円 ３，３００万円 ４億２，３００万円 ４億６，１００万円

              門の保存等に係る概算経費（※）

５００万円 １，６００万円 ２億１，０００万円 ２億３，１００万円



○旧中野刑務所正門を学校敷地内に残さない場合の、平和の森小学校新校舎の配置イメージ① 
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                           延床面積 合計：約 9,860㎡ 

                           校庭面積   ：約 4,000㎡ 
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【平和の森小学校 新校舎整備にあたっての前提】 

 ○新校舎では８００人程度の児童が通う、区内最大規模の小学校となる

ほか、新たに地域開放型学校図書館、キッズ・プラザが併設される。 

別紙３－１ 

吹き抜け 

吹き抜け 

【特徴】 
○小学校として、児童・教職員が利用しやすい３階建ての校舎を整備することができる。 
○旧中野刑務所正門の見学スペース等を確保する必要がなくなるため、学校敷地を広く活用できる。 
○全ての普通教室を、採光を十分に確保できる南向き・東向きに配置することができるほか、校庭へ

の視認性も確保できる。 
○職員室・校長室を、校庭への見渡しや防犯上の観点から適当である校庭に面した１階に配置するこ

とができる。 
○職員室や校長室、放送室の前面にトラックを確保できるなど、運動会等にも適した教育環境を整備

することができる。 

トラック 120ｍ 

直線 50ｍ 



○旧中野刑務所正門を学校敷地内に残さない場合の、平和の森小学校新校舎の配置イメージ② 
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【平和の森小学校 新校舎整備にあたっての前提】 

 ○新校舎では８００人程度の児童が通う、区内最大規模の小学校となる

ほか、新たに地域開放型学校図書館、キッズ・プラザが併設される。 

別紙３－２ 

吹き抜け 

吹き抜け 

【特徴】 
○小学校として、児童・教職員が利用しやすい３階建ての校舎を整備することができる。 
○旧中野刑務所正門の見学スペース等を確保する必要がなくなるため、学校敷地を広く活用できる。 
○全ての普通教室を、採光を十分に確保できる南向き・東向きに配置することができるが、校庭への

視認性がない教室も混在するなど、教育環境として均質でない。 
○職員室・校長室を、校庭への見渡しや防犯上の観点から適当である校庭に面した１階に配置するこ

とができる。 
○職員室や校長室、放送室の前面にトラックを確保できるなど、運動会等にも適した教育環境を整備

することができる。 

トラック 120ｍ 

直線 50ｍ 



○旧中野刑務所正門を現地保存した場合の、平和の森小学校新校舎の配置イメージ① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                配置図兼１階平面図                                          ３階平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  ２階平面図                                            ４階平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  延床面積 合計：約 9,686㎡ 

                  校庭面積   ：約 4,400㎡ 

1/1,200  

【平和の森小学校 新校舎整備にあたっての前提】 

 ○新校舎では８００人程度の児童が通う、区内最大規模の小学校となる

ほか、新たに地域開放型学校図書館、キッズ・プラザが併設される。 

 ○旧中野刑務所正門を学校予定地内に保存する場合には、門の周辺に見

学スペース等の確保を想定。 

旧中野刑務所正門（見学スペース及び通路） 

別紙３－３ 

吹き抜け 

吹き抜け 

【特徴】 
○旧中野刑務所正門の見学スペース等を確保したうえでの校舎整備となり、校庭を確保するために４階建ての校舎となる。 
○旧中野刑務所正門の見学スペース等を確保するため、学校敷地が狭くなる。 
○全ての普通教室を南向きに配置することができるが、校庭への視認性がない教室も混在するなど、均質な教育環境として

整備することが難しい。 
○職員室・校長室を、校庭への見渡しや防犯上の観点に配慮した場所に配置することが難しい。 
○職員室や校長室、放送室の前面に校庭トラックを配置することができないなど、校舎・校庭の一体的活用が難しい。 

トラック 120ｍ 

直線 50ｍ 



○旧中野刑務所正門を現地保存した場合の、平和の森小学校新校舎の配置イメージ② 
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                  延床面積 合計：約 9,686㎡ 

                  校庭面積   ：約 4,500㎡ 
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別紙３－４ 

【平和の森小学校 新校舎整備にあたっての前提】 

 ○新校舎では８００人程度の児童が通う、区内最大規模の小学校となる

ほか、新たに地域開放型学校図書館、キッズ・プラザが併設される。 

 ○旧中野刑務所正門を学校予定地内に保存する場合には、門の周辺に見

学スペース等の確保を想定。 

【特徴】 
○旧中野刑務所正門の見学スペース等を確保したうえでの校舎整備となり、校庭を確保するために４階建ての校舎となる。 
○旧中野刑務所正門の見学スペース等を確保するため、学校敷地が狭くなる。 
○全ての普通教室を南向きに配置することができるが、校庭への視認性がない教室も混在するなど、均質な教育環境として

整備することが難しい。 
○職員室・校長室を、校庭への見渡しや防犯上の観点に配慮した場所に配置することが難しい。 
○職員室や校長室、放送室の前面に校庭トラックを配置することができないなど、校舎・校庭の一体的活用が難しい。 

吹き抜け 

吹き抜け 

旧中野刑務所正門（見学スペース及び通路） 

トラック 120ｍ 

直線 50ｍ 
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